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勤続 １４年

平 均 年 齢 月 あ た り の 会 合 回 数

テ ー マ 暦 １回あたりの会合時間

間材倉庫の最適化

エリア５１

フラッシュ製造統括部 プローブテスト製造課

ＱＣサークル紹介
発 表 形 式

本 部 登 録 番 号 1696-5 サ ー ク ル 結 成 年 月

プロジェクタ

本 テ ー マ の 活 動 期 間 本 テ ー マ の 会 合 回 数

発 表 者 の 所 属

メ ン バ ー 構 成 会 合 は 就 業 時 間

私達キオクシア株式会社は四日市市と朝日町に製造拠点を構え、半導体

フラッシュメモリを製造しています。新製品が次々と出てくる競争の激しい半

導体の世界で勝ち残る為、今日もどこかの建屋に、新しい装置が運び込ま

れるような、世界最先端の半導体工場です。

私達の工程は、出来上がった製品をテストする工程となります。

電気的特性や外観のテストなど、厳しいチェックを通過した製品のみ、

次工程に供給しています。

サークル名はエリア51です。

幅広い年代で構成されており、経験豊富なメンバーも多く、困った事があれば、

すぐにサポートし合えるメンバーです。

サークルレベルは、BゾーンからAゾーンを目指し活動します。

私達は、PMKと呼ばれるグループを担当しており、『動かしたい時に、何時で

も動く生産設備』をキーワードに、設備保全や装置トラブルへの対応の業務

を行っています。
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新規装置導入に向けた準備として、我々PMK-Grに課せられた課題は、新

規装置の予備パーツのリストアップ及び、必要部材の確保に向けた対応が

求められています。

最新の製品は従来品と見た目は変わりませんが、中身は「より小さく薄く」、

更に「大容量かつ高速動作」するように進化を続けています。製品の進化

に伴い、22年度には新規装置導入が計画されている事から、それに向け

た準備が重要課題となっています。

パーツの新規購入に対して、どのような懸念事項があるのか洗い出しを行

いました。更に上位6項目の意見について協議を行いました。

パーツは間材倉庫と呼ばれるエリアにて保管されており、保有する装置の定

期メンテナンスや、故障時に交換する多種多様な予備パーツを、

6棚（容量600%）保有し管理しています。

パーツ管理方法として、どこに何があるのか把握しやすい”固定ロケーショ

ン管理”を採用しています。現在の間材倉庫の状況ですが、新規装置

導入に伴う追加登録のスペースは無く、また新たな棚を設置するスペース

も無い状況となっています。

6項目の意見をマトリックス図を用い評価した結果、保管スペースが足りな

いが最も点数が高かった事から、今回の活動テーマに選定しました。



そこで新規装置導入に向けた予備パーツリストを作成し、必要パーツ種と適

正保有数を試算した結果、棚への保管を前提にすると、容量200%が必

要だと言う事が判明しました。

新規装置導入による予備パーツを置くスペースは必須である事から、まず

は現状の管理状態を3Sの視点でチェックしました。メンバー全員の判定で

は、3S（整理・整頓・清掃）が全く出来ておらず、管理されていない状態

が浮き彫りになりました。

活動目標として、

何を：パーツを保管している間材棚

いつまでに：2021年9月15日までに

どれだけ：200%の収納スペースを確保するとして、活動を開始。

活動期間は、2021年4月1日～2021年9月15日にて行いました。

要因解析です。問題点の棚の容量が足りないに対し、特性要因図を用

い分析を行った結果、①空間ロスがある ②長期不要のパーツが置かれて

いる ③棚に平置きしているの3項目が、主要因として挙がりました。

3項目の主要因に対し、系統図を用い対策案を検討した結果、

①不動在庫を処分する

②箱型ケースを棚に設置する案を採用、

2つの案について検証を行っていきます。

全メンバーで手分けをし使用実績の調査を行った結果、1年以上使用し

ていないパーツが全体の27%ある事が判明しました。その中から更に精査

を進め、不要なパーツのあぶり出しを行いました。



空間ロスを埋めるべくパーツサイズの調査を開始しました。5cm以下が最も

多く、10cm以下を含めると、全体の58％以上を占めています。10cm以

上は個々のサイズにバラつきが大きい事から、ケース収納は不向きとし、収

納サイズを10cm以下と定義し、９Pと20Pが入るサイズの箱型ケースを候

補に挙げました。

全てを9P収納タイプとし検証した結果、

メリット：購入金額が安い

デメリット：①最上段に空間ロスが発生

②予定収納数（304P）より、16p不足

③1Pあたりの収納単価が高い 事が分かりました。

箱型ケースを棚に設置する上で、空間ロスを調査すると、いづれの棚も大き

な空間容量が発生しており、６棚トータルで451％、全体の75％に空間ロ

スが発生している事が判明しました。

生産影響、入手性、使用履歴から不動在庫の見極めを行い、1年以上

未使用の間材リストから、118点の削減が可能である事を確認し、棚容

量：30%確保を見込む事が出来ました。

全てを20P収納タイプとし検証した結果、

メリット：①360P収納可能

②収納後も空き56P確保

③1Pあたりの収納単価は安価

デメリット：最上段が狭く活用出来ない 事が分かりました。

9Pと20P収納タイプを組み合わせて検証した結果、

メリット：①384P収納可能

②収納後も空き80P確保

③棚の空間ロス無く収まる

デメリット：ケースの購入金額が高い 事が分かりました。



3つのレイアウト案を比較検討した結果、レイアウト③が最も効率が良い事

が評価結果より判明し、レイアウト③で対策を進めて行く事としました。

検証結果からの効果の見込は、不動在庫の仕分けにより容量30%箱型

ケースの最適レイアウトにより容量300%。合計330%確保でき、目標の

200%の容量不足を、大きく解消出来る見込みとなりました。

対策の③です。箱型ケース設置により2Sが完了できた事で、今後はき

れいな状態を維持管理して行く必要があります。その為に間材倉庫の

点検表を作成し、リーダーが清掃やパーツの置き方など2Sの視点で点

検を開始しました。また、パーツの飛び出し防止を行い安全対策も完了。

今後対応者は輪番制とし皆の意識を上げていきたいと思います。

対策の②です。箱型ケースの最適レイアウトにより、棚の空間容量が有効

活用でき、300%の容量を確保する事が出来ました。

対策の①です。1年以上未使用の間材の中より、更に精査を進め不動在

庫を処分した事により、31品目の不要パーツが削減出来、空間容量を

30%確保出来ました。

目標の200%棚の容量確保に対し、330%と大幅な容量を確保する事が

出来ました。また新規棚購入費4台分の抑制にも繋がり、大きな成果を得

る事が出来ました。そんな喜びも束の間、、、問題発生！



改善後ある作業者がパーツを取りに行った所、平置きで見えていたパーツ

が箱型ケースで見えなくなった事により、必要なパーツを探す時間が大幅

に増え時間が掛かるようになりました。1件あたり30秒悪化となり、年間で

は8時間相当になります。そこでメンバーと会話しリーダー自らパーツ置場

検索ツール作成に着手しました。

必要なパーツ名称（型番）などをパーツ検索ツールで確認し、パーツ一覧

表で選択すると、棚のイラストが表示され、保管場所を瞬時に識別出来る

仕組みを構築しました。

パーツを棚番から取り出す際のルール”先入れ先出し”の明確化を行い

ました。

棚改善後、ピッキング時間が一時期、1件あたり90秒掛かっていましたが、

パーツ検索ツール導入にて、ピッキング時間が40秒となり、年間で13時間

削減できました。またシステム化できた事で、経験年数に関係無く、ピッキ

ング時間の平準化を行う事にも成功しました。

サークルレベルは、目標を上回りAゾーン達成。活動を通し3Sの重要性を

再認識しました。活動時間の調整が上手く出来なかった事は反省点で、

良かった点はメンバー間でのコミュニケーション力を上げる事が出来ました。

今後も更に難易度の高い目標に向かって活動を行っていきます。

パーツ管理として、４半期毎に経費グループとPMKにて、不動在庫の精

査を行い、間材倉庫の維持管理を行っていきます。


